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花粉粒の眼形成機構に関する研究

第5報 タバコおよびその祖先種の蔚培養におけるゲノム構成，

倍数性レベルならびに細胞質の影響

三十尾修司*・竹内久義**.福原宏次*糾・松林元一*

(昭和58年 8月10日受理)

STUDIES ON THE MECHANISMS OF POLLEN EMBRYOGENESIS 

V. Effects of Genome Constitutions， Ploidy Levels and Cytoplasm 
of Tobacco and its Ancestral Species 

on the Pollen Embryogenesis in their Anther Culture 

Shuji MISOO穴HisayoshiT AKEUCHI榊，

Kδji FUKUHARA*申串 andMotokazu MATSUBA YASHI* 

Abstract 

To clarify the genetic factors contributing in anther culture of the genus Nicotiana， embryogenic and 

plantlet-forming behaviors of pollen grains were investigated using N. tabacum， its ancestral diploid spe-

cies， N. sylvestris and N. tomentosiformis， and their induced autotetraploids and reciprocal amphidiploids. 

Plantlets were produced in all the materials used. Their occurrence frequency， however， was different 

from one material to another， being highest in N. tabacum and considerably higher in both of the reci-

procal amphidiploids compared to the two ancestral diploid species and their autotetraploids. The two 

amphidiploids showed nearly the same responses to anther culture and no differences were found among 

the ancestral diploid species and their respective autotetraploids. 

From the results obtained， it is suggested that the high pollen embryogenic response found in N. tabacum 

may by attributable to the genome constitution， SSTT， of this species， comprising the SS genome from 

N. sylvestris and the TT genome from N. tomentosiformis. 

Addition of activate.d charcoal to the medium and the cold pretreatment of buds seem to provide 

effective means for inducing pollen embryogenesis in species in which anther culture has been hardly 

successful. By employing such means， induction of pollen叩 derivedplantlets in N. tomentosiformis has 

firstly been achieved in the present study. 

緒 雷

栽培タバコの荊培養では，花粉粒が容易に分裂を起乙

し，受精卵からの座形成と同様の過梓.を経て，半数性の
植物体が多数形成され♂r~吋11ν，1ね同3弘νW刊，1ρ，15，臼同5凡引5，16，川1ω叩6
るいわゆる半数性宵種法を利用して，わが困でもタバコ

の新品種が育成され14)実際の耕作種として導入されつ

つある。ところが，タバコの農業形質の改良に有用な耐

病性等を有するNicotiana属の野生種においては，一般

*作物育種学研究室

林市伊藤ハム栄養食品KK

申*加古川市役所

に植物体形成率が極めて低い，15，16)特lにζPe加

lに乙属するものでは非常lにζ困難でで=ある1ω3め)。一方， N. glut-

inosαの蔚培養では二倍体で全く反応がないにもかかわ

らず，四倍体系統で植物体が得られたという報告も出さ

れているぺ乙のようにNicotiana属の蔚培養において

は，供試親植物の遺伝的要因がその成否に大きくかかわっ

ているものと思われる。遺伝的要因としては，ゲノム構

成，倍数性および細胞質などが考えられるが， ζの要因

の解明を試みた研究は現在のと ζろみあたらない。

栽培タバコ (Nicotiαnαtαbαcum)は，古くからの細

胞遺伝学的研究および最近の細胞質の生化学的比較から，

N. sylvestrisを母親とし ，N. tomentosiformisを
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Table 1. Nicotiana species and their induced cytogenetic derivatives used in an~her culture 

Material牢 Ploidy Genome Cytoplasm level constItutlOn 

N. tabacum cv. Bright Yellow (tab) 4x SSTT tab 

N. sylvestris (syl) 2x SS syl 

N.sylvestris， autotetraploid (syl -4 x ) 4x SSSS syl 

N. tomentosijormi s ct om ) 2x TT tom 

N. tomentosijormis， autotetraploid (tom -4 x ) 4x TTTT tom 

N. syl . x N. tom .， amphidiploid (syl x tom -4 x ) 4x SSTT syl 

N.tom. x N.り1.，amphidiploid Ctom x syl -4 x ) 4x SSTT tom 

* The parenthesized letters denote the abbreviations of species names. 

Table 2. The three characters connected with ploidy levels in the two Nicotiana 
species and their cytogenetic derivatives used in this study 

No. of 
chloroplasts 
per guard cell 

syl 8. 7 

syl -4 x 14.6 

tom 5.2 

tom -4 x 10.3 

syl x tom -2 x 7.9 

syl x tom -4 x 13.2 

父親とした複二倍体起源であることが明らかにされてい

るokの両祖先種は，それぞれ Alatαe節および To桐
mentosα節の異なる節に属しており，ゲノム構成のみな

らず細胞質も明らかに異なっている乙とが知られている

九18)。本研究では両祖先種，それらの同質四倍体系統お

よび正逆交雑によって得られた捷二倍体系統の蔚培養に

おける花粉粒の眼形成反応を比較し， N. tαbαcumにお

ける高い蔚培養反応性がどのような遺伝的要因によって支

配されているかを解明しようとしたものである。

実験材料および方法

実験材料としては， Table 1 IL.あげたようにゲノム構

成，倍数性および細胞質のそれぞれ異なるNicotianα属

の3種と，それらの種から人為的に育成した4系統を用

いた。栽培タバコおよび野生種2種は日本専売公社関西

支社より分譲を受けた種子を播種し，育成した。野生種

の同質四倍体は，播種した実生lζコJレヒチン処理後，倍

加検定で四倍体と判断された倍加当代の植物体である。

野生種間の複二倍体系統は，本研究室で交配を行なった

Pollen Pollen 
diameter staina bili ty 
(μ) (%) 

32.2 91.7 

39.4 71.2 

29.6 92.1 

37.6 75.9 

0.2 

33.4 81.9 

円雑種の実生l乙コルヒチン処理を施し，倍加検定で複

ニ倍体と判断された倍加当代の植物体である。乙れら倍

加処理系統の諸特性をTable2 IC示したが，倍数性の特

徴をよく表わしており，アセトカーミン染色法による良

花粉粒率もそれほど低下していなかったので，約培養lζ

供試する乙とにした。

培地としては，前報 Jと同様，田中の処方22)よりイン

ドール酢酸を除外した寒天培地を用いた。ショ糖濃度は

2.5%.寒天濃度は0.8%とし.pHを6.01乙調整した。

また，活性炭(和光特級)を添加する場合には，培地

調製の最後に0.5%濃度になるように加え，その後pH

を調整した。いずれの培地も50mlの三角フラスコ当たり

20mlす.つ分注し.1200Cで15分間オートクレーブ殺菌を

施した。

培養に先立ち，花粉粒の発育段階をアセ卜カーミン押

しつぶし法によって調盗し12) ー核期後期ないし二核期

初期K相当する蔚を奮の長さで選定した。

低温前処理としては，内面を蒸留水で湿らせた100ml

ビーカー中にガーゼで包んだ菅を入れ，アルミホイルで
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Table 3. Effects of the devコlealoTIptlmetental stages of Np. ollen grains and activated charcoal ln the 
medium on the plantlet formation in N. tabacum， N. sylvestris， N.tomentosiformis 
and their cytogenetic derivatives 

Treat. Pollen No.of Plantlet formation 

Material A. C.2) anthers No.of Frequency Ave. no. 
no. stage ¥) cultured anthers (%) per anther 

syl U 120 。 0.0 

2 U + 120 。 0.0 

3 B 120 。 0.0 

4 B + 120 4 3.3 1.0 

Total 480 4 0.8 1.0 
降ーー‘+白骨ー--開降圃'刷h・---降--・ a開制ト晶

syl -4 x U 43 。 0.0 

2 U 十 45 。 0.0 

3 B 30 。 0.0 

4 B + 30 3.3 1.0 

Total 148 O. 7 1.0 
骨骨四 a 骨~ . - - - - - -同酔幽 a ・伊"ー・同トー 開園開降・・ーー・欄骨晶画ー同尋骨圃.-.-帽ーーー，骨骨由ー

tom U 1 26 2 1.6 4.0 
ー司ト+ ・・・『匹胴~ - - --圃h噂勾圃明匹. ~ - - . ~ -ー骨--

syl x tom U 90 。 0.0 

-4 x 2 U + 90 7 7.8 1.9 

3 B 90 。 0.0 

4 B + 90 14 15.6 12.1 

Total 360 21 5.8 8. 7 

tom x syl U 25 。 0.0 

-4 x 2 U + 24 3 12.5 8.3 

3 B 25 2 8.0 25.5 

4 B + 25 4.0 32.0 

Total 99 6 6. 1 18.0 
ー 刷降噌'・晶司 dゆ同陸自国--両府圃--ー・』・骨同--- 骨恒国品同伊

tab U 105 1 1 10.5 15.2 

2 U + 120 49 40.8 11.8 

3 B 105 7 6. 7 25.0 

4 B + 120 53 44.2 11.7 

Total 450 120 26.7 1 2.8 

Data were taken after 10 weeks of cu1ture. 
1)U:Late uninucleate stagede.B :Early binucleate usmtag( e. 
2) Added with 0.5 ~ぢ activated charcoal to the medium (+) and not (ー). 

ビーカー全体をおおって.50Cで7日間保存する方法を

とった。

よるFEULGEN染色を施し， 1 i蔚当り1，000粒以上の花

粉粒を調べて各種分裂花粉粒の出現頻度を算定した。

培養は昼間14時間を人工照明(約2，0∞lux)し，夜間
10時間を暗黒条件とした27士1oCの培養室で行なった。

置床後毎週，外部からの観察を行ない，植物体形成率

および荊当り形成植物体数を算定した。

培養荊内花粉粒の調査には，置床後2週間目および4

週間自に，各系統ともそれぞれ10蔚を固定した。常法に

実験結果

荊培養を行なう際の花粉粒の発育段階の影響および基

本培地中に添加した活性炭の効果を供試系統問で比較し

た (Table3 )。供試した6系統すべてで植物体の形成

が認められたが，その植物体形成事および、蔚当り形成楠
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Table 4. Effects of the cold pretreatment and activated charcoal in the medium on the plantlet 
formation in N. sylvestris， N. tomentosi!ormi s and their cytogenetic derivatives 

Treat. Cold pre- No. of Plantlet formation 

恥1aterial A. C.2) anthers No.of Frequency Ave. no. 
no. treatment 1) cultured anthers C%) per anther 

syl 420 2 0.5 1.0 

2 + 345 1 0 2.9 2.0 

3 + 120 7 5.8 3.6 

4 + + 150 34 22.7 4. 3 

Total 1035 53 5.1 3.6 
骨骨ー-ーーー_.-ー._--.幽・幽 a ・・--.-曲直・・ 4 ・4 ・・神.--- 由姐，ーー骨圃...ーー骨司・ a恥・------自由ー薗間内-----------晶『開『干物.- ・ ー 開 ・ 晶a ・ ー--------ー-ー需品 a ・----噌骨ー--.同・

syl -4 x 270 4 1.5 2.5 

2 + 300 28 9.3 5. 7 

3 + 90 1. 1 2.0 

4 + + 90 16 1 7.8 6.5 

Total 750 49 6.5 5.6 
ー・ 4降・.・・ーーー・・------白描+帽

tom 300 0.3 1.0 

2 + 240 0.4 1.0 

3 + 255 。 0.0 

4 + + 255 1 0 3. 9 3.0 

Total 1050 1 2 1.2 2. 7 
ー一一一一一一---一一一一一ーー聞・・・晶晶干 F ・・ 4晶 圃『陪・・・・ーーー骨骨 e 帯構圃占伺晶晶園田・----

tom -4 x 255 2 0.8 1.0 

2 + 225 。 0.0 

3 + 195 0.5 1.0 

4 + + 195 5 2.6 1.4 

Total 870 8 1.0 1.6 
ー ・・・・・・ E ・・ a 同情ー・ーーーー---晶骨・---------曹関晶』

syl x tom 267 5 1.9 56.8 
-4 x 2 + 310 61 19.7 9.2 

3 + 224 2 0.9 28.5 

4 + + 190 63 33.2 7.2 

Total 991 1 3 1 1 3.2 1 0.3 

Data were taken after 10 weeks of culture. 
1 ) Pretreated the excised buds with 5 oC for 7 days (+) and not treated (一).
2) Added with 0.5 % activated charcoal to the medium (+) and not (一). 

物体数lとは系統間で大きな差異がみられた。

すなわち， N. sylvestrisの場合は，非常に形成率が

低く，二倍体も四倍体系統も二核期の発育段階の病を活

性炭添加培地に置床した時にのみ植物体が形成された。

特に四倍体系統では 培養供試荊数が少なかった乙とも

あるが，幼植物がl個体形成されたにとどまった。

N. tomentosiformisの場合，一核後期の発育段階の

荊のみ126蔚置床したが，その内の2蔚から 8本の幼植

物体が形成された。乙れらの幼植物体は鉢上げを行ない

6個体の株を得たがI 5株までが花粉稔性を持った二倍

体で株のみが不稔性の半数体であった。

人為複二倍体の2系統は，いずれも両親野生種より植

物体形成率および蔚当り形成植物体数が高く I N. syι 
vestrisを母親とした系統で平均5.8%， N. tomentcr 

sザorm日を母親とした系統では平均6.1%の形成率を示

した。乙れら両系統でも活性炭添加培地の効果は著しく，

植物体を発生した27蔚のうち， 25蔚までが活性炭添加培

地で培養したものであった。

上述したN.tαbαcumの祖先野生種およびそれらの複

二倍体系統に比較し I N. tαbαcumでは顕著に高い植物

体形成率が得られた。すなわち 形成率の低い区で6.7

箔，高い区で44.2~ぢを示し，全平均では26.7%の剰で植
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Material 

Plantlet forrnation in anther cu1ture of 
N. sylvestris， N. tomentosi!ormi s and 
their cytogenetic deriva tives. 
The data of Treatrnent 4 in Table 4 are 
used in this graph. 
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物体が形成された。また，一核期と二核期の発育段階の

遭いによる差異はほとんど認められなかった。一方，そ

れぞれの発育段階における活性炭添加培地の効果は明ら

かで，植物体形成率が4倍以上にも増加した。

次lζ，N. tabacumの蔚培養で効果があるとされてい

る奮の低温前処理と活性炭添加培地を組合わせて処理区

を設定し， 5系統間で比較した (Table4 )。なお，本

実験では花粉粒の発育段階が，花粉粒有糸核分裂期前後

のものを選定した。その結果，前実験と同様にいずれの

系統でも植物体が形成されたが，その様相はやはり各系

統聞で顕著に異なった。

N. sylvestrisの両系統は，前実験よりもかなり良好

な植物体形成を示した。両系統とも，低温前処理と活性

炭添加培地を併用した場合lζ特に著効が認められた。ま

た，二倍体と四倍体系統を比較しでも，植物体の形成に

は何ら差異は認められなかった。

N. tomentosザormisの両系統では，いずれも前実験

と問機に非常に低い植物体形成率にとどまった。ただし，

乙の両系統でも低溢前処理と活噌蹴培地の併用が有効で，

それぞれ3.9%および2.6%の植にまで植物体形成率が

高まった。

以上の4系統に比較し，複二倍体系統ではさらに高い

植物体形成率が得られ，その平均値は13.2~ぢを示した。

乙の系統でも低温前処理と活性炭培地併用区で植物体形

成率が最高値を示した (33.2%)。特に，活性炭添加培

地で高い形成率を示したのに対して，活性炭無添加培地

Distribution of pollen grains showing different rnitotic behaviors in anther culture of 
N. sylvestris， N. tomentosijormis and their cytogenetic derivatives 

Table 5. 

FreQuency (%) of pollen grains with* 
3 - 6N 

G+V 
nG + V nV G +nV 

Weeks 
after 
inoculation 

日rnb7N孟2V 
1 N or 
2G 

Material 
D 

1.30 
1.46 
2.03 
2.12 
4.50 

68.04 
81. 95 
71.18 
79.65 
40.12 

0.01 0.06 
0.01 

0.70 
0.59 
0.30 
0.56 
0.24 

0.03 
0.06 
0.06 
0.04 
0.02 

0.12 
0.55 
0.15 
0.18 
0.14 

29.45 
14.33 
24.47 
16.51 
53.76 

0.36 
0.97 
1.79 
0.92 
1. 21 

85.86 
86.32 
96.33 
95.35 
96.80 

0.10 
0.04 

0.01 

n
u
n
u
 

-
-
E
A
4
E
E
A
 

n
u
n
U
 

0.43 0.06 0.01 

syl 
syl -4 x 
tom 
tom -4 x 
syl x tom 
-4x 
syl 
syl -4 x 
tom 
tom -4 x 
syl x tom 
-4x 

2 

0.35 
0.19 
0.10 
0.06 
0.06 

0.07 
0.14 

0.09 
0.17 
0.10 
0.03 

12.27 
11.95 
2.56 
3.99 
1.79 

0.53 
0.52 
0.27 
0.13 
0.04 

0.43 
0.53 
0.64 
0.44 
0.18 

4 

Anthers were cu1tured without cold pretreatrnent of buds， on the rnediurn which were 
supplernented with activated charcoal. 
* N: Nucleus; G: Generative nucleus; V: Vegetative nucleus; n: The nurnbers 
of nuclei; Ernb: Ernbryoid; D: Pollen grains which degenerated. 
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では植物体形成率が激減するのが特徴的であった。

以上述べたように，いずれの系統でも低温前処理と活

性炭添加培地の両者を併用した4区で最も高い植物体形

成率が得られたので，乙の区における植物体形成率の培

養週数の経過に伴う推移を調べた。その結果を示したの

がFig. 1である。乙の図からも明らかなように，最も

良好な植物体形成を示したのは複二倍体系統であり，次

いでN.sylvestrisの両系統が高く， N. tomentosifor-

m山の両系統が最も低かった。また， N. sylvestr・LSの

両系統では，奮を採取後4週間目(置床後3週間臼)に

植物体が出現し始めたが，他の系統でも5週間目以後植

物体が認められ， 6週間自にはし、ずれも最終的な形成率

の過半数iζ達した。

前述の 2実験から，植物体形成に関して供試した各系

統聞に明らかな差異が存在する乙とが判明した。乙の差

異が培養過程のどの段階で生ずるのかに興味が持たれる。

そこで，培養荊内花粉粒を検鏡し，各種分裂花粉粒およ

び匪状体の出現頻度を2時期にわたって調査したCTable

5) なお，乙の調査にはTable4の2区の蔚を供試した。

置床後2週間自には いずれの系統も 3ないし 6核と

なった多核化花粉粒が認められた。将来臨状体形成に関

与すると考えられる栄養核が分裂した型 CG+nV型)

の頻度は， N. sylvestrisの両系統で高く，次いでN.

tomentosiformis，複二倍体系統の順であった。特にN.

sylvestrisの四倍体系統では，少数ではあるが 7核以上

のもの C7 N~) や球状匪状体まで発育したものもみら

れた。複二倍体系統では枯死粒 CD)が少なく，多くの

花粉粒が二核性花粉粒 CG+V型)のままで生存してい

fこ。

置床後4週間自になると各系統聞の差異が顕著に現わ

れた。すなわち，N. sylvestrisの両系統および複二倍

体系統では 7核以上の多核化花粉粒やさらに発育した睦

状体 CEmb)が形成され，複二倍体系統では乙の怪状体

の割合が0.43%1<:達した。乙れに対してN. tomento-

siformisの両系統で・は 7核以上の多核化花粉粒は全く

認められず 6核までの多核化花粉粒の割合も 2週間目

より低下していた。

考 察

Nicotianα属の野生種における蔚培養の報告は未だ少

なく，各野生種聞の比較を目的としたものは数編に限ら

れている1ち15，23)。乙れらの報告から，栽培タバコである

N.tαbαcumとN.rusticαおよびこれらの母親である

N. sylvestrisとN.pαniculatαでiま比較的よく植物体

が形成される乙とがわかっている。と乙ろが，その他の

野生種では一般に蔚培養による植物体の形成は困難であ

り，特lζPetunioides亜属l乙属する種では N.sylvest-

risを除くとほとんど成功例がなL、。また，N.tabαcum 

の花粉親とされているN.tomentosiformislC関しては

培養報告さえみあたらない。本研究は，N. tαbαcumの

遺伝的背景をなしているゲノム構成，倍数性および細胞

質のいずれの要因が乙の種の荊培養における高い反応性

に関与しているのかを解明する目的で，遺伝的背景を異

にする実験材料を育成し，蔚培養を行なったものである。

まず，祖先種2種を比較すると， Table 3の実験では

いずれの種も植物体形成率は非常に低率で，両種聞に差

異は認められなかった。乙の実験では花粉粒の発育段階

の影響を明らかにするために，花粉粒有糸核分裂期にあ

たると思われる曹を除外し，乙れより膏の小さいものを

ー核期，大きいものを二核期として供試した。このため，

一般に最も高い反応性を示すと言われている花粉粒有糸

核分裂期引いりのの蔚が除外され，結果的に低い形成率

にとどまったものと思われる。同じ実験のN.tαbacum

では，いずれの発育段階でも高い形成率が得られている

乙とから， ζれらの野生種では荊培養に適する発育段階

の範囲が狭いとも考えられる。 Table4の実験では花粉

粒有糸核分裂期前後の蔚を培養し，供試柄数も増加させた。

乙の結果をみると，いずれの処理区で比較してもN.tひ

mentosiformisよりもN.sylvestrisの方がすべての値

で高く，明らかに反応性の異なることがわかる。乙の両

種の反応性の違いは，培養荊内部1防占粒の調査結果から，

培養初期の花粉粒の分裂時には特に現われないが，花粉

粒が5，6核以上l乙多核化してし、く段階で起こるものと考

えられる。一方，現在までに出された報告ではN.tαbacum

の方がN.sylvestr・isよりも植物体形成率の高いことが

示されているが…3)本研究の結果は乙れを支持するもの

である。

N.tαbαcumの蔚培養においては，花粉粒の分裂過程

について調査がなされており，生殖核と栄養核からなる

二核性花粉粒のうち，主として栄養核が分裂を続けて眠

状体を形成するとされている10，20)。本研究で供試したN.

sylvestrisとN.tomentosiformisの場合も，栄養核の

みからなる多核化花粉粒の形成頻度は極めて低く，生殖

核 l個と栄養核数個を有するものが多核化花粉粒のほと

んどをしめている。すなわち 花粉粒の分裂様式の点で

は両祖先種とも何ら違いは認められないわけで，約培養

反応性の違いが分裂様式の違いによるものであるとは考

えられない。

N. glutinosαの荊培養では，二倍体で植物体が形成

されないにもかかわらず四倍体では可能であるという報
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告が出されているぺ ζの点を検討するため，本研究で

は供試した両祖先種の人為同質倍数体を育成して蔚培養

反応性を祖先種と比較した。と乙ろが，両系統共iζ植物

体形成率，荊当り形成植物体数，花粉粒の分裂様式およ

び分裂花粉粒率のいずれにおいても原野生種と何ら異な

る点は認められなかった。これらのζとから，少なくと

も本研究の供試野生穂では倍数性の違いによる反応性の

変化は生じないと結論される。

一方，本研究で供試した祖先種の捜二倍体系統では，

N. tαbαcumlζはおよばないものの両祖先種よりも明ら

かに高い植物体形成率を示した。また，構成ゲノムは同

じ88TTで細胞質が異なる正逆交雑系統間では反応性

に差が認められなかった。乙れらの事実から，櫨二倍体

系統の高い反応性は88TTというゲノム構成に大きく

影響されているものと考えられる。すなわちN.tαbαcum

について言えば，N. sylvestrisのSゲノムと N.tome-

ntosiformisのTゲ.ノムが併有される乙とによって，蔚

培養に好適な何らかの相補的な作用が働くのではないか

と思われる。栽培タバコの N.rusticαはN.pαniculata

とN.undulataの複二倍体起源であるとされてし唱 。

両祖先種のうち，N.pαniculatαではある程度植物体が

形成されるものの，N. undulatαにおいては全く成功例

がなし??しかも，両野生種の捜二倍体であるN・rus-

ticaで1ま非常に高率に植物体が形成される。乙のように

2つの栽培タバコは荊培養に対してよく似た反応性を示

している。 Nicotianα属のある特定の野生種聞の交雑系

統では遺伝的腫癒を形成する乙とが古くから知られてい

るが，乙れは特定のゲノムの組合わせによって，遺伝

的lζ生長促進物質量が増加するととにより生ずるとされ

ている 17，18)。SゲノムとTゲノムが組合わされた場合に

も，荊内もしくは花粉粒内の生長調節物質等の最が花粉

粒の分裂に適した状態に保たれている司能性も考えられ

るが 5)乙の点lζ関しては今後の研究を待たねばならない。

栽培タバコの蔚培養効率を高め争方法として活性炭添

加培地の使用 1，13)や曹の低温前処理31報告されている。
本研究でも，N. sylvestrisの両系統，複二倍体系統お

よびN.tαbαcumでは 活性炭添加培地の効果が特に顕

著に現われている。さらに，低温前処理を同時に組合わ

せた場合1[，いずれの系統でも最高の植物体形成率値を

示している。現在までに，野生種lζ対して乙れら両処理

を同時に施した報告はみあたらないが，今後蔚培養の困

難な種に対しでも有望であろう。現に，本研究では乙の

ような捉隈を施乙す乙とにより初めて N.tomentosifor-

mis における植物体形成K成功した。

摘要

1 ) Nicotiαnα属の荊培養における遺伝的要因を解明す

る一方法として，N.ωbαcum，その祖先種であるN.

sylvestrisとN.tomentosiformis，両祖先種の人為同

質四倍体系統および正逆交雑倍加系統(複二倍体系統)

を育成し，乙れらの系統の荊培養に対する反応性の存度

を比較検討した。

2 )供試したすべての系統で植物体が形成されたが，そ

の形成率には各系統間で明らかな差異が認められた。す

なわち，N. tαbαcumで最も高く，次いで複ニ倍体系統，

N. sylvestris系統およびN.tomentosiformis系統の

11闘であった。

3)正逆2種の複二倍体系統聞ならびに両祖先種と各々

の同質倍加系統聞には，植物体形成の反応性に関して何

ら差異は認められなかった。

4) N. tomentosiformisで、は，花粉粒の初期の分裂は

生ずるものの， 5ないし 6核以上に多核化する段階でほ

とんどの花粉粒が発宵奇停止する ζとが判明した。

5)ζれらの結果から，N. tαbacumの荊培養における

花粉粒の郎、問減反応性には，細胞質や倍数性よりも，

むしろ両祖先種由来のSゲノムとTゲノムが組合わさっ

た形のゲノム構成を有している乙とが重要な役割を果た

しているものと考えられる。

6 )活性炭添加培地の使用と曹の低温前処理の適用によ

り，今まで報告のなかったN.tomentosiformisで、の植

物体形成が初めて成功し，今後伯の種への応用の可能性

が示唆される。
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